タイル表示の計算練習プリント作成マクロプログラム エクセルシート

「タイルでポン」・「あわせて10」

前崎彰宏　2005.5.17

■水道方式とタイル
　数学教育協議会の遠山啓・銀林浩を中心として開発された“水道方式”による算数指導法。1958年に光村図書の算数教科書出版会議の中で考え出された。その指導構成（計算方法の型分けと流れ）が、「上水道の設備」に似ていることから“水道方式”と呼ばれる。

　「型分け」によりそれぞれの指導目標が明確になった。そのため、子供たちのつまづきを発見しやすく、できるだけ少ない練習量で計算力がつくという成果が上がっており、現在はほとんどの教科書がそのメソッドを採用している。

　また、“水道方式”の特徴の一つとして挙げられるものに「タイル（図）」がある。

　「タイル」は、“りんご”や“水のかさ”などの具体的数量を単位に基いたシェーマ（図）として置き換えることにより、スムーズに計算過程に導くことができるなどの利点がある（他にも多数あるが、ここでは割愛する）。

■タイルのイメージ形成不足
　“水道方式”が現行の教科書で多数採用されてはいるものの、全般にわたって体系的に活用されているとは言い難い。

　更に「タイル」は特に低学年で活用することによる効果が大きいにもかかわらず、イメージを形成するに充分なドリル的教材が少ないことは否めない。単元や内容によっては、「タイル」ではなく「テープ図」や「線図」になっていることも障害である。

■タイルを表示したドリル
　以上のことから、タイルを表示した1桁の計算ドリルプリントを作成した。あくまで「タイル」のイメージをつかむことがねらいだ。

　もともとは、「指を使ってたしざんをする2年生」を担任した際に作ったものである。ドリルを繰り返すうちに成果が上がった。指ではなく、「タイル」というシェーマを視覚的に認識することにより、「指を使わない計算」ができるようになったようだ。

■「タイルでポン」と「あわせて１０」
　今回提案するものはMS-Excelを使ったマクロ（小さなプログラム）で、一度に10枚のプリントを作成でき、データの変更も可能。

　今回は、たし算（引き算にもできる）の「タイルでポン」と、“補数（10になる数）”の「あわせて10（テン）」を作成した。

　尚、それぞれの問題配列については研究途上であることは否めない。とりあえずプログラムを組んで、活用できる形にしての提供であることを了承いただきたい。
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